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1. はじめに 

私は、「現地の人々はどのような価値
観を持ち、日々の生活を送っているのだ
ろうか」という疑問から、今回の研修の
研究テーマとして「食文化」を選びまし
た。食事は毎日の生活に欠かせないもの
であり、食べるものや食事の過ごし方に
は、その土地の文化や人々の価値観が表
れると考えたからです。今回の研修で
は、1 週間の滞在を通じて現地の食文化
に触れ、そこから見えてきた人々の暮ら
し方や価値観について考察しました。 
 
2. 現地での発見と体験 

今回の研修では、アウグスブルクでホ
ームステイを経験し、現地の人々の日常
生活に触れることができました。特に印
象に残ったのは、ホストファミリーとの
夕食や街のカフェで過ごした時間です。
そこでは、食事をしながら家族とその日
の出来事や翌日の予定について話してお
り、食卓が人々の交流を深める大切な場
になっていると感じました。 

また、食事を通じて日本とドイツの文
化の違いについて話す機会もあり、食文
化はお互いの生活や考え方を知るきっか
けにもなることを実感しました。観光だ
けでは気づきにくい、現地の人々の普段
の暮らしを知ることができたのは、ホー
ムステイならではの貴重な経験でした。 
 

3. 食文化の背景にあるアウグスブルク市
民の価値観 

現地での生活を通じて、私はアウグス
ブルクの人々が、健康や環境への配慮、
家族や身近な人とのつながり、日常の時
間を楽しむことを大切にしているように
感じました。 

食事は単に空腹を満たすためのもので
はなく、身近な人と会話を楽しみ、ゆっ
くりと時間を共有する機会にもなってい
ます。また、日々の暮らしの中で健康や
環境について意識する姿勢からは、生活
の質を大切にする考え方がうかがえまし
た。 

もちろん、価値観は一人ひとり異なり
ますが、今回の経験を通じて、食文化を
知ることは、その土地の人々が何を大切
にして生活しているのかを理解すること
につながると感じました。 
 
4. 尼崎市の食文化との比較と考察 

今回の経験を踏まえ、私が生まれ育っ
た尼崎市の食文化や街の魅力についても
考えました。 

尼崎市には、活気ある商店街や手頃で
おいしい飲食店が多く、人と人との距離
が近い下町ならではの人情味がありま
す。こうした魅力は、地域の人々の交流
や活気によって生まれているものだと改
めて感じました。 

一方、アウグスブルクでの生活を通じ
て、食事の時間を大切にし、健康や環境



に配慮しながら日常を過ごすことの価値
にも気づきました。尼崎市とアウグスブ
ルク市では、街の雰囲気や生活スタイル
に違いがありますが、どちらにも人々の
暮らしを豊かにする魅力があります。 

大切なのは、異なる文化を単純に比較
するのではなく、それぞれの良さを理解
し、自分たちの生活に生かせる点を見つ
けることだと考えます。アウグスブルク
で学んだ、日々の食事や身近な人との時
間を大切にする姿勢は、私自身の生活だ
けでなく、地域の人々が交流する機会を
考えるうえでも参考になると感じまし
た。 
 
5. おわりに 

今回の 1 週間の研修は、食文化を通じ
て現地の人々の暮らし方や価値観につい
て考える貴重な機会となりました。実際
に現地で生活することで、観光だけでは
分からない日常の習慣や、人々が大切に
していることに触れることができまし
た。 

また、異文化を知ることは、相手の文
化を理解するだけでなく、自分が育った
地域の魅力を見つめ直すことにもつなが
ると学びました。今後は、今回の研修で
得た気づきを自分の生活に取り入れると
ともに、尼崎市の魅力を改めて発見し、
地域活動や情報発信を通じてその魅力を
多くの人に伝えていきたいと考えます。 
 


